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学生広報 

　12月７日（水）午後１時30分から約２時間、本学山田ホールにおいて、第４回全学

懇談会が開催されました。学生、学長を始めとした教職員の他、同窓会、後援会、地

域住民からの参加もあり、総勢約１１０名となりました。学長、全学懇談会実行委員長

の挨拶や学生主張の後、各学生団体等から提出された以下のテーマごとの８ブー

スに分かれ、ケーキを食べながらの和やかな雰囲気のなか、議論、意見交換がなさ

れました。 

　はじめに、今回の全学懇談会は多くの方 に々支えられ無事成功することができま

した。第4回目ということで、これまで全学懇談会実行委員会として先輩方が重ねて

きたものの重みを感じ、どうしたら良いのか試行錯誤を重ねながら企画案を作り上げ

ていきました。その中では様 な々困難がありました。三ヶ月と短い期間の中でゼロから

企画しなければならなかったり、各々の授業などの都合でなかなか集まることができ

なかったりと話し合いの機会を持つことが少なかったことです。しかし、限られた時間

に集中して意見交換をし、たくさんの案を出すことでそれを補おうと努力しました。 

　その結果、当日は教職員や学生の多くの方のほかに後援会の方や地域の方も出

席してくださり、とても嬉しかったです。来年度からのコース再編問題について学長

の柳澤先生と激論を交わしたり、新聞会が発行した新聞の記事に関して意見交換

をしたり、留学生の生活や民族衣装を見ることができたり、私が想像した以上に充

実した会であったと感じました。更には、これからの展望や団体として望まれているこ

とを知ることができ、希望を見出すことができたと思います。 

　はじめにも書きましたが、当日の参加依頼を快くお受けくださった先生方、委員会

ではないけれどアイデアをたくさん出してくれた学生の皆さん、興味を持って当日参

加してくれた学生の皆さんや地域の方々、そして私を支えてくださった全学懇談会

実行委員会の皆さん

に深く感謝いたします。

本当にありがとうござ

いました。 

　終わりに、来年度の

全学懇談会に向けて

何か手助けをできるよ

うに様 な々情報を伝え

ていきたいと思ってい

ます。来年度、更なる

発展を目指して進んで

いくことを願っています。 

第4回全学懇談会～お茶しない～ 

　１月30日（月）午後4時30分から、グラウンドで「改修記念式」が開催されました。

あいにくの雨天でしたが、体育系サークルの学生、学長を始めとした教職員、総勢

約６０名が出席

し、学長挨拶の

後、学生を代表

して体育会会

長　森健一さ

んが謝辞を述

べ、最後は、全

員で記念写真

を撮りました。 

大学グラウンド、プールを改修しました 

教育指導研究会 
それぞれからの輝き―奈教生の‘元気’を考える― 

　12月15日（木）午後４時20分から、管理棟大会議室で、教育指導研究会が開

催されました。パネリストに門真西高等学校教諭　佐藤　功氏、就職指導室幹事

岡澤祥訓教授、本学教員養成課程学生　大久保武彦氏、平成17年度前期オー

プンクラス学生　仲川享子氏を招き、教職員、学生を合わせて総勢約３５名が参加

しました。各パネリストから、テーマに沿って現状・課題等を報告いだたいた後、参加

者を交えた質疑、意見交換が活発になされました。 

　　　　　　　　①奈教の最新コース事情　②奈教の国際交流　 
③生協について　④全学生が参加する大学祭　⑤寮と共同生活　 
⑥スポーツ新企画　⑦新聞会のリメイク　⑧フリートーク 

ブーステーマ 

全学懇談会実行委員長　中北　ねり 

●全学懇談会を終えて● 

　新しく、綺麗になったグラウンドはとても見違えるものとなりました。以前は草が生い

茂っていて練習する環境としてはあまり良くないものでした。サッカー部の試合を観

戦していても、草によってボールの軌道や勢いが変わってしまい、とても試合をする環

境ではなく、また野球部がノックをしてもボールがイレギュラーして、とても捕球しにく

そうでした。僕たち陸上部が走るコースも、場所によってグラウンドの硬さが違ったりし

て、とても走りにくいものでした。しかしそんなグラウンドも、学校側の協力のおかげで

とてもいいものと変わり、見た目が綺麗になったのはもちろんのこと、とても走りやすく

なりました。他の部活が練習をするにあたっても以前のような問題はなくなり、このよう

な環境を提供してくださったことに感謝をしています。今後、グラウンドを使う部活はも

ちろんのこと、学生が主体となりグラウンドの美化・清掃に努め、これからも部活動に

励みたいと思います。 

陸上競技部　森　健一 

●グラウンド改修に寄せて● 

　グラウンドの改修工事は、

11月７日から約３ヶ月間行われ

ました。パワーショベルで表面

の土を雑草ともども削り取り、

グラウンドに適した柳生の真

砂土（まさつち）を約 1000裙

敷き詰め、保水・凍結防止の

ためのニガリを約２2トン入れ

て整備を行いました。これにより、

グラウンドの雑草が一掃され、

排水能力も向上しました。 

　プールの改修工事は、10月１日

から約２ヶ月間行われました。今回

の改修工事では、プール全体にウレ

タン皮膜による防水加工を施し、プ

ールサイドは、遮熱効果のあるゴム

チップ入りすべり止め塗り床工事を

行いました。また、周辺のフェンスも

張り替え、目にも鮮やかで附近の景

観にもマッチしたプールとなりました。 

■工事は、どのようにして行われたのか 

　本改修は、学長裁量経費等の予算措置により、行われました。改修期間中は、各
クラブの練習、卒業アルバムの撮影等にご迷惑をおかけしました。皆さんのご協力
のおかげで、無事に改修が終了しました。今後、整備用具等も充実させますので、
使用後の整備等、よろしくご協力願います。 

『工事中の雪景色』 
（写真提供　音楽文化専修3回生　山崎文子さん） 


